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伊勢型紙の技で手彫りされた
干支色紙の「子」。三重県鈴鹿
市の伊勢型紙おおすぎ（株式
会社大杉型紙工業）製作。

日
本
の

伝
統
工
芸
と

十
二
支

日
本
各
地
の
匠
の
技
で
創
ら
れ
た

伝
統
工
芸
の
干
支
を
紹
介
し
ま
す
。

子ね

　

伊
勢
型
紙
は
、
染
色
用
具
で

キ
モ
ノ
な
ど
の
型
染
め
に
用
い

る
型
紙
の
ひ
と
つ
で
す
。
渋
紙

（
型
地
紙
）
を
、
熟
練
の
職
人

が
手
彫
り
の
技
法
で
文
様
・
絵

柄
を
彫
り
抜
き
ま
す
。
古
来
よ

り
伊
勢
の
地
で
作
ら
れ
型
商
人

に
よ
っ
て
全
国
に
販
売
さ
れ
て

お
り
、
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
は
、
薄
い
和
紙
を
柿
渋

で
数
枚
貼
り
合
わ
せ
た
彫
刻
・

染
色
に
適
し
た
地
紙
を
使
用
す

る
こ
と
と
、
手
彫
り
で
作
ら
れ

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
58

年
に
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
三
重
県
鈴
鹿
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
二
支
の
一
番
目
の
「
子
」

は
、「
了
」
と
「
一
」
が
組
み

合
わ
さ
っ
た
文
字
で
、
終
わ
り

と
始
め
を
意
味
す
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
子
に
当
て

ら
れ
た
動
物
が
ね
ず
み
で
す
。

ね
ず
み
は
繁
殖
力
が
高
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
工
芸
品
な
ど
に
は

子
孫
繁
栄
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

千
年
を
超
え
る

伝
統
技
法

子
孫
繁
栄
を
願
っ
て

伊
勢
型
紙

子 丑
寅
卯
辰

巳午未
申
酉
戌
亥

其
の
一
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栃
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利
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令
和
３
年
版

消
防
白
書
が

公
表
さ
れ
ま
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

パ
ス
ポ
ー
ト
」

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　

公
衆
電
話
の
設
置
基
準
が
変
わ
り
ま
す

常
設
の
公
衆
電
話
を
削
減
し
災
害
時
用
公
衆
電
話
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に

表紙の写真

ふるさと納税の返礼品にも

ランドセル
岡山県・和気町
英語特区の導入や無料公営塾の運営など、教育環
境の充実に力を入れている和気町。ふるさと納税
の返礼品として、地元の工場でつくられた本革ラ
ンドセルを提供しています。

V o l . 1

写真：有限会社ビッグモリーズ
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　　令和３年版

消防白書
が公表されました
消防白書は、消防防災に対する国民の理解を深めることなどを目的として、毎年刊行しています。
令和３年版消防白書は、特集および本編で構成されており、消防庁ホームページに掲載するとともに、
政府刊行物サービスセンターや主要書店などで販売されています。ここでは、消防白書の一部を紹介します。

令和３年版消防白書　目次

最近の大規模自然災害等への対応

新型コロナウイルス感染症対策

消防団を中核とした地域防災力の充実強化

「防災・減災、国土強靱化のための
５か年加速化対策」における消防庁の取組

消防防災分野におけるＤＸの推進

１ 令和３年７月静岡県熱海市土石流災害による被害及び
    消防機関等の対応状況
２ 令和３年８月 11 日からの大雨による被害及び
    消防機関等の対応状況
３ 栃木県足利市林野火災による被害及び消防機関等の対応状況
４ 令和２年 12 月 16 日からの大雪による被害及び
    消防機関等の対応状況
５ 千葉県北西部を震源とする地震による被害及び
    消防機関等の対応状況
６ 東京オリンピック・パラリンピック競技大会における
    消防特別警戒

１ 新型コロナウイルス感染症の感染者数の推移と政府等の対応
２ 新型コロナウイルス感染症対策に係る消防機関等の取組

１ 消防団の現状
２ 「消防団員の処遇等に関する検討会」の開催
３ 消防団の充実強化施策

１ 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の概要
２ ５か年加速化対策における消防庁の施策

１ デジタル社会の実現に向けた政府の動き
２ 消防防災分野におけるＤＸ

第１章

第２章

第３章

第４章

第５章

第６章

資料

災害の現況と課題

消防防災の組織と活動

国民保護への対応

国際的課題への対応

消防防災の科学技術の研究・開発

自主的な防火防災活動と
災害に強い地域づくり

第１節 火災予防
　コラム 二酸化炭素消火設備の放出事故について
第２節 危険物施設等における災害対策
第３節 石油コンビナート災害対策
第４節 林野火災対策
第５節 風水害対策
第６節 震災対策
第７節 原子力災害対策
第８節 その他の災害対策

第１節　国民保護への取組
第２節　北朝鮮弾道ミサイル発射事案への対応

第１節 消防体制
第２節 消防の広域化の推進
第３節 消防職団員の活動
　コラム 女子学生等を対象とした WEB 職業体験
 　イベント（WEB インターンシップ）の開催
第４節 教育訓練体制
第５節 救急体制
　コラム 救急安心センター事業（♯ 7119）の推進
第６節  救助体制
第７節 航空消防防災体制
第８節 広域消防応援と緊急消防援助隊
第９節 国と地方の防災体制
第10節 消防防災の情報化の推進

特集1

特集１

特集 2

特集 3

特集 4

特集 5
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令和３年に発生した大規模自然災害等の被害状況、消防機関等の活動および消防庁の対応について紹介しています。

最近の大規模自然災害等への対応

令和３年７月静岡県熱海市土石流災害による被害と対応

令和３年８月11日からの大雨による被害と対応

栃木県足利市林野火災による被害と対応

●�　西日本から東北地方の広範囲で大雨となり、各地で
河川氾濫、浸水、土砂崩れ等が発生した中、静岡県熱
海市伊豆山地区の住
宅地で大規模な土石
流が発生し、死者・
行方不明者 27 人と
なる等の甚大な被害
が発生

●�　栃木県足利市にある両崖山山頂付近の山林から出
火、広範囲な山林に急激に延焼拡大し、私有林約
167ha を焼損したが、人的被害、住家被害なし

●�　記録的な大雨により、各地で低地浸水等の被害が
発生し、特に佐賀県で広範囲の住宅浸水が、長野県

や長崎県で土砂崩れ等に住
家が巻き込まれる被害が発
生したことにより、全国で
死者 13 人、負傷者 16 人
の被害や住家の浸水など
8,203 棟の被害が発生

◦　被災状況の迅速な把握のための取組に関するガイドライン、地元消防本部への指揮支援や関係機関との活動調整
等のより効果的な方策を検討するほか、有効な資機材として地図画像を作成できる情報収集用ハイスペックドローン、
急傾斜地対応の小型救助車の配備等を推進

◦�　地元消防本部、県内の応援隊等は、被災現場が土石
流による泥や倒壊家屋のがれき等の　堆積物に覆われ
た困難な状況下で、救助活動、行方不明者の捜索など
を実施
◦�　緊急消防援助隊は、７月３日から 26日までの 24

日間にわたり、延べ 2,097 隊、7,961 人が活動
◦�　消防庁は、緊急消防援助隊の活動調整等のため 27

日間で計 42 人の職員を派遣
◦�　消防団は、発災後の住民の避難誘導に加え、現場周
辺の交通整理や夜間警戒等を実施

◦�　地元消防本部、県内の応援隊等は、直ちに救助・救
急活動等に当たり、救命ボートや消防防災ヘリコプ
ターによる救助活動、情報収集、行方不明者の捜索な
どを実施
◦�　消防団は、大雨に備え、危険箇所の巡視・警戒や早
期避難の呼び掛け、住民の避難誘導等を実施し、発災
後はボートによる救助活動のほか、がれきや土砂の撤
去等を実施

◦　地元消防本部は、住宅地への延焼阻止を実施
◦�　広域航空消防応援により出動した消防防災航空隊等
および緊急消防援助隊は、消防防災ヘリコプターによ
る空中消火活動や航空指揮支援活動等を実施

◦�　「より効果的な林野火災の消火に関する検討会」に
おいて、林野火災における応援要請のタイミング、指
揮支援体制の早期確立等を検討し、今後の林野火災対
応に活用

被害の状況

被害の状況

被害の状況

災害後の消防庁の対応

災害後の消防庁の対応

消防機関の活動

消防機関の活動

消防機関の活動

捜索活動状況

消防団員による救助活動
（久留米市消防団提供）

東京消防庁ヘリコプター空中消火活動
（横浜市消防局提供）

特集 1 令和 3年版　消防白書が公表されました

特集１
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最近の大規模自然災害等への対応 特集 1

令和２年12月16日からの大雪による被害と対応

千葉県北西部を震源とする地震による被害と対応

東京オリンピック・パラリンピック競技大会における消防特別警戒

●�　大雪により、群馬県、新潟県内の関越自動車道で車両の立ち往生（最大 2,000 台を
超える車両が滞留）が発生し、車両内での体調不良など軽傷４人の被害のほか、電柱の
倒壊等により各地で孤立地域の発生や停電、断水等ライフラインへの被害、通行止めな
ど交通障害が発生

●�　埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県で転倒等による
重傷６人、軽傷 43 人の被害が発生
●�　エレベーターの閉じ込めによる救助要請（東京消防
庁管内で５件）のほか、鉄道の運転見合わせにより、
ターミナル駅において多くの滞留者が発生

●�　消防庁は、NBC等テロ災害への対応力強化と
して、大型除染システム搭載車、化学剤遠隔検知
装置等の整備や、応援体制構築に要する経費に対
する財政支援、国民保護事案における国と地方公
共団体との共同訓練の実施のほか、電話通訳セン
ターを介した三者間同時通訳、Net119 緊急通
報システムの積極的な導入促進等外国人や障害者
の方々への対応に関する各種取組を推進
●�　消防本部は、競技期間中の防火管理体制等の事
前調査、競技会場周辺の施設に対する事前の立入
検査等を実施

　東京オリンピック競技大会（令和３年７月 23日から８月８日まで）、東京パラリンピック競技大会（令和
３年８月24日から９月５日まで）が10都道県において開催

◦�　地元消防本部では人員を増強し、インターチェンジ近くの消防署へ救急車を集中的に
配備するなど、救急要請に速やかに対応できる体制を整備
◦�　消防団は、消防水利や消防施設周辺の除雪作業に加え、雪崩や落雪への対応、用水路
に転落した住民の捜索活動等を実施

◦�　被災地の消防本部は 119 番通報の入電への対応、
ヘリコプターによる情報収集活動を実施
◦�　千葉県、東京都および神奈川県では、帰宅困難者の
ために一時滞在施設の開設等を実施

◦�　競技実施期間中、各競技会場に現地警戒本部を
設置
◦�　オリンピック競技大会では延べ 2,760 隊、

１万 3,521 人、パラリンピック競技大会では延
べ 652 隊、3,361 人の消防部隊および職員が
各競技会場およびその付近に配置
◦�　消防庁は、情報連絡体制強化のため、オリンピッ

ク競技大会では延べ 348 人、パラリンピック競
技大会では延べ 118 人の職員を各競技会場や東
京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委
員会警備本部等に派遣

被害の状況

被害の状況

開催までの取組

消防機関の活動

消防機関の活動

消防機関の活動

消防団員による除雪作業
（富山市消防団提供）

札幌ドームにおける
ＮＢＣ災害対応訓練

実施状況
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新型コロナウイルス感染症の感染者数の推移と政府等の対応、新型コロナウイルス感染症対策に係る消防庁の体制
と消防機関等の具体的な取組について紹介しています。

新型コロナウイルス感染症対策特集２

●�　国内における新型コロナウイルス感染症患者の累計発生数は172万 2,864 人、累計死亡者数は１万8,268 人、
重症者数は122人（令和３年11月１日時点）

新型コロナウイルス感染症の感染者数の推移

◦�　消防庁では、消防本部に対して、新型コロナウイル
ス感染症に係る注意喚起および救急活動における感染
防止対策の具体的手順の周知・徹底を要請
◦�　保健所等関係機関との密な情報共有、救急搬送困難

事案の抑制に向けた連携協力を要請したほか、感染し
た妊産婦に係る救急要請時に、産科的緊急処置を要す
ると判断した場合、医療機関リスト等を活用し受入れ
医療機関の選定を開始すること等を要請
◦�　令和２年度補正予算等により、N95 マスク、感染

防止衣などの感染防止資器材を調達し、必要な消防本
部に提供することで救急隊員の感染防止対策を徹底

◦�　消防機関に対し、消防職員の健康管理の徹底、感染
防止資器材の確保、消防本部内での感染防止対策の徹
底、感染者の発生等により職員数が減少した場合の備
えなど、必要な業務を継続できる体制の確保を要請
◦�　新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の早期接

種の対象となる医療従事者等に、救急隊員や救急隊員
と連携して出動する警防要員等が含まれると整理し、
周知
◦　令和３年度に、消防団員の新型コロナウイルス感染
症対策の資器材整備を促進するための国庫補助制度等を
創設するほか、消防団員の感染拡大防止に向けた各市町
村等の取組例などを消防庁ホームページに掲載するなど
により周知

◦�　消防機関に対し、ワクチン接種業務（筋肉内注射お
よび接種後の状態観察）に関し、消防機関に所属する
救急救命士の活用の協力要請があった場合にできる限
りの協力を行うことや、ワクチン接種業務に向けた座
学研修を受講することへの特段の配慮等を依頼
◦�　ワクチン接種に伴いアナフィラキシーを発症した者
の搬送体制の確保への対応を依頼

◦�　街中の見回りや声がけなど営業時間短縮要請等の実
効性を担保するための取組が円滑に行われるよう消防
本部等へ要請

◦�　災害時に避難者が集まると新型コロナウイルス感染
症の感染の懸念があることから、多くの避難所の確保
のためホテル・旅館等の活用や、避難所の衛生環境の
整備等を要請

◦�　新型コロナウイルス感染症対策等の観点から、申請、
届出が多い火災予防分野の手続において、マイナポー
タル・ぴったりサービスを活用した電子申請等の早期
導入に向けた取組を実施

新型コロナウイルス感染症対策に係る消防機関等の取組

救急業務における対応 消防機関の業務継続等

ワクチン接種業務等 住民等への情報発信

災害対応に係る感染症対策 危険物保安・火災予防等の
消防法令に関する措置

特集 1 令和 3年版　消防白書が公表されました
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消防団を中核とした
地域防災力の充実強化

特集３

　消防団は、地域密着性や要員動員力等の特性を有していることから、地域防災力の中核として更なる充実強化に取
り組む必要があるが、消防団員数は年々減少しており、令和３年４月１日現在、 80 万 4,877 人（前年から１万3,601
人減少）となっている。

●�　令和２年 12月、消防団員の処遇改善を求める総務
大臣の書簡を地方公共団体に送付するとともに、処遇
改善を含めた消防団員確保等の取組を要請

●�　「消防団員の処遇等に関する検討会」を開催し（令
和２年 12 月～令和３年８月）、消防団員の適切な報
酬等のあり方、消防団員に対する理解の促進や幅広い
住民の入団促進等を検討

消防団員の処遇改善等に関する取組

消防団の充実強化施策

◦��　「非常勤消防団員の報酬等の基準」を策定し、消防
団員の出動報酬は災害時１日当たり 8,000 円を標準
額とすることや、報酬等につき消防団員個人への市町
村からの直接支給を徹底すること等について、令和４
年４月１日からの適用を要請するとともに取組の働き
かけを実施

◦�　幅広い層の人材が入団できる環境の整備のため、機
能別団員・機能別分団制度の導入の早期検討を要請し
たほか、被雇用者、女性、学生、公務員の入団促進の
ため、「消防団協力事業所表示制度」、「学生消防団活
動認証制度」等の取組を実施
◦�　将来の担い手育成のため、学校において、消防団員

等が参画し、体験的・実践的な防災教育の推進に取り
組むよう要請

◦�　救助用資機材等を搭載した多機能消防車の無償貸付
け等により訓練等を支援

◦��　消防団設備整備費補助金（消防団救助能力向上資機
材緊急整備事業）により、消防団の装備の充実および
災害対応能力向上を支援
◦�　準中型自動車免許の新設に伴い、消防団員の準中型
自動車免許の取得に対する公費助成等を実施
◦�　消防団員が災害活動で使用した自家用車等に生じた
損害を消防団員個人に負担させることなく補償する共
済（マイカー共済）を開始

◦�　消防団員入団促進キャンペーンの全国展開や地域防
災力充実強化大会の開催、総務大臣による感謝状の贈
呈等、消防団への加入促進策や活動の表彰等の取組を
実施

報酬等の処遇改善

幅広い住民の入団促進

平時の消防団活動のあり方

装備等の充実

消防団に対する理解の促進

消防団員募集ポスター
消防団オフィシャルウェブサイト内

「女性消防団員コーナー」

消防団の現状と、消防団を充実強化するための施策について紹介しています。
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「防災・減災、国土強靱化のための５か年
加速化対策」における消防庁の取組

特集４

◦�　緊急消防援助隊が使用する特別高度工作車12台、情報収集活動
用ハイスペックドローン 37台、映像伝送装置 54台、拠点機能形
成車10台の整備および緊急消防援助隊動態情報システムの機能向
上を実施

◦�　全国に配備しているＮＢＣ災害即応部隊（54部隊）の資機材を
最新の知見に基づき整備するとともに、全国の緊急消防援助隊の放
射線防護資機材についても必要に応じて更新

◦�　消防防災ヘリコプターおよび関連資機材を整備し、航空消防
防災体制の充実強化を図る

◦�　救助用資機材等を搭載した多機能消防車を市町村に無償で貸
し付け消防団に配備する事業や、救助用資機材等の整備を促進
するための国庫補助事業等を実施し、特に風水害に対応した救
助活動等を行える消防団の割合を100％とする

◦�　地上通信網途絶に備え、地方公共団体等に対して衛星通信を用い
た非常用通信手段の確保を促進し、地域衛星通信ネットワークの第
３世代システムをはじめとした衛星通信機器を全市町村等に導入

◦�　防災行政無線等の整備や戸別受信機の導入促進等により、市町村
における情報伝達手段の多重化を推進し、全ての市町村において防
災行政無線等の災害情報伝達手段を整備

◦�　消防の部隊運用を支援する消防指令システムの高度化等に向け、
外部システムと連携するための標準インターフェイスの構築など、
環境整備を実施（令和５年度までに標準インターフェイスの標準仕
様書を策定）

◦�　被害および避難指示の発令状況等（12項目）を地方公共団体等と
効率的に共有するためのシステムを整備（令和５年度までに、47
都道府県で12項目全てを自動収集できる体制を構築）

大規模災害等緊急消防援助隊充実強化対策

ＮＢＣ災害等緊急消防援助隊充実強化対策

大規模災害等航空消防防災体制充実強化対策

地域防災力の中核を担う消防団に関する対策

自治体庁舎等における非常用通信手段の確保対策

住民等への情報伝達手段の多重化対策

消防指令システムの高度化等に係る対策

被害状況等の把握および共有のための対策

情報収集活動用ハイスペックドローンの活用

救助用資機材等を搭載した多機能消防車

災害情報伝達手段の多重化

特集 1 令和 3年版　消防白書が公表されました

令和２年 12月11日に閣議決定された「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に位置付けている消
防庁の８つの施策について紹介しています。
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消防防災分野におけるDXの推進に関する取組について紹介しています。

消防防災分野におけるＤＸの推進特集５

●�　火災予防分野において電子申請等の導入を促進する
ため、令和３年３月から「火災予防分野における各種
手続の電子申請等の導入に向けた検討会」を開催

●�　「集合型・対面型」により実施されていた危険物取
扱者保安講習をオンライン化

●�　近年のＩＣＴ環境の変化を踏まえ、緊急通報を受け
て部隊の出動指令等を支援する消防指令システムの高
度化等に向けて検討を実施
●�　システム調達・維持コストの低減、外部システムと
の連携による広域応援や救急活動の円滑化、様々な通
報手段を一元的に受信可能とすることによる住民の利

●�　石油コンビナートの自衛防災組織等がより安全で効
果的に防災活動を行うための環境を整備するため、有
効な先進技術（ＡＩ・ＩｏＴ等の技術）の活用につい
て検討
●�　先進技術を石油コンビナートの災害対応に活用する
ために必要な法令改正等につなげ、さらなる防災管理
体制の高効率化、強化等を図る

●�　危険物施設においても新技術の導入により効果的な
予防保全を行うことなど、スマート保安の実現が期待
されていることを踏まえ、今後の危険物施設のスマー
ト保安化等に柔軟に対応できるよう、調査検討を実施

便性向上等を目指す
●�　外部システムと連携するための標準インターフェイ
スについて、令和４年度の消防本部での実証等を踏ま
え、令和５年度中を目途に標準仕様書を作成、提示で
きるよう取り組む

●�　実証実験の結果を踏まえ、マイナポータル・ぴった
りサービスを活用した電子申請等の標準モデルを構築
し、導入マニュアルを取りまとめ、消防本部における
早期導入を目指す

火災予防分野における各種手続の電子申請等の導入促進

危険物規制におけるＩＣＴ等の活用

【消防指令システムの高度化等に向けた検討】

ＡＩ・ＩｏＴ技術等の先進技術を活用した防災活動支援

マイナポータル・ぴったりサービスを利用した電子申請等のイメージ

石油コンビナート災害対応の未来像
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令和３年版「消防白書」で掲載している統計情報等についていくつか紹介します。

消防防災を巡る現況と活動等について

火災予防　～火災の現況と最近の動向～（第１章第１節）

●この10年間の出火件数と火災による死者数は、おおむね減少傾向
・�令和２年中の出火件数は３万4,691件（前年比2,992件減少）であり、10 年前の 74.4％
・�火災による死者数は 1,326 人（前年比160人減少）であり、10 年前の 76.3％
・�たばこによる火災は3,104件で、出火原因の第１位　（第２位はたき火、第３位はこんろ）

・�令和２年中の住宅火災件数（放火を除く）は 9,890 件（前年比168件減少）であり、10 年前の 70.4％
・�住宅火災による死者数 （放火自殺者等を除く）は 899 人（前年と同数）であり、10 年前の 88.0％
・�住宅用火災警報器の設置率は、83.1％（令和３年６月１日時点）

【出火件数および火災による死者数の推移】

【住宅火災の件数（放火を除く）および住宅火災による死者数（放火自殺者等を除く）の推移】

（備考）１　「火災報告」により作成
　　　 ２　「出火件数」については左軸を、「火災による死者数」については右軸を参照

（備考）１　「火災報告」により作成
　　　 ２　「住宅火災の件数（放火を除く）」については左軸を、「住宅火災による死者数（放火自殺者等を除く）」については右軸を参照

特集 1 令和 3年版　消防白書が公表されました
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消防体制　～消防組織（令和３年４月１日現在）～（第２章第１節）

救急体制　～救急業務の実施状況～（第２章第５節）

・�724消防本部、1,718消防署が設置され、消防職員数は 16 万 7,073 人
・�消防職員数は前年比増（445人増加）であり、10 年前の 104.8％

・�消防団数は2,198、消防団員数は 80 万 4,877 人であり、消防団はすべての市町村に設置
・�消防団員数は前年比減（１万3,601人減少）であり、10 年前の 91.5％

●　令和２年中の救急自動車による救急出動件数は、約593万件で、平成20年以来 12年ぶりに対前年比減少
●�　救急隊は、令和３年４月１日現在、5,302 隊（対前年比32隊増）設置されており、10年前と比較して約８％
の増加
●　令和２年中の現場到着所要時間の平均は約8.9 分（10年前と比較して0.8 分延伸）
●　令和２年中の病院収容所要時間の平均は約40.6 分（10年前と比較して3.2 分延伸）

消防本部

消防団

【消防職員数、消防団員数の推移】

【救急自動車による救急出動件数および救急隊設置数の推移】 【救急自動車による現場到着所要時間および病院収容所要時間の推移】

（備考）　１　「消防防災・震災対策現況調査」により作成
　　　　２　東日本大震災の影響により、平成 23 年の岩手県、宮城県および福島県の消防職員数および消防団員数については、前年数値（平成 22 年４月１日現在）により集計している。
　　　　３　東日本大震災の影響により、平成 24 年の宮城県牡鹿郡女川町の数値は、前々年数値（平成 22 年４月１日現在）により集計している。

（備考）　１　「救急年報報告」により作成
　　　　２　左のグラフは、「救急自動車による救急出動件数」については左軸を、「救急隊設置数（各年４月１日現在）」については右軸を参照
　　　　３　右のグラフは、「現場到着所要時間」については左軸を、「病院収容所要時間」については右軸を参照
　　　　４　右のグラフは、東日本大震災の影響により、平成 22 年および平成 23 年の釜石大槌地区行政事務組合消防本部および陸前高田市消防本部のデータを除いた数値により集計している。

（各年4 月1 日現在）
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救急安心センター（＃7119）の普及状況

二酸化炭素消火設備の放出事故について（第１章第１節）

救急安心センター事業（♯ 7119）の推進（第２章第５節）

女子学生等を対象とした WEB 職業体験イベント
（WEB インターンシップ）の開催（第２章第３節）

●�　令和２年 12月から令和３年４月にかけて、二
酸化炭素消火設備に係る死亡事故が相次いで発生
（令和２年12月：愛知県名古屋市、令和３年１月：
東京都港区、令和３年４月：東京都新宿区）
●�　一連の事故を踏まえ、改めてガイドラインに示
す安全対策の再周知や、注意喚起を実施

●�　平成 29 年５月から普及促進アドバイザー制度を設
け、延べ 18 地域に 39 人を派遣
　（令和３年11月末時点）
●�　令和２年度に、♯ 7119 の全国展開を目指して検討
部会を開催し、未実施団体の導入に対し抱える課題やそ
の解決方策を整理
●�　管内に♯ 7119 の未実施地域を有する都道県を中心
に、全域での早期実施に向けた取組を要請
●�　令和３年度から、本事業の実施に伴い都道府県または
市町村が負担する経費について特別交付税を措置

●�　消防吏員に占める女性消防吏員の全国の比率を、令和８年度当初ま
でに５％に引き上げることを目標（令和３年４月１日現在3.2％）と
しており、消防の仕事の魅力と消防分野での女性の活躍を知ってもら
い、興味を持ってもらうきっかけ作りとして、インターンシップを平
成 28 年度から開催
●�　令和２年度は、初のWEBによるインターンシップを開催し、女性
消防吏員による講演、女子学生等とのWEB座談会などの LIVE コン
テンツのほか、多数の体験MOVIE コンテンツを配信し、効果的・効
率的にＰＲを実施
●�　令和３年度は、WEBおよび対面（全国２か所の会場）によるイン
ターンシップの開催を予定

　緊急性の高い傷病者のもとにできるだけ早く救急車が到着できるようにすることに加え、住民が適時・適切な
タイミングで医療機関を受診できるよう支援するための電話相談事業について、都道府県を中心に導入を促進

●�　令和３年５月から、「特殊消火設備の設置基準
等に係る検討部会」において、二酸化炭素消火設
備の実態を把握するとともに、事故発生要因を洗
い出し、再発防止対策の検討を実施
●�　二酸化炭素に替わる消火剤の活用を進めるた
め、技術的課題等の解決に向けて検討

LIVE 講演の様子

火災現場 VR 体験

※令和３年 10 月１日現在全国 18 地域で実施

コラム

特集 1 令和 3年版　消防白書が公表されました

近年の消防を巡る話題についてのコラムを掲載しています。



おもて

うら

紛失・盗難の場合は、24時間365日体制で一時利用停止可能

アプリ毎に暗証番号を設定し、一定回数間違うと機能ロック

不正に情報を読み出そうとすると、ICチップが壊れる仕組み

万全のセキュリティ対策

顔写真入りのため、対面での悪用は困難。

ICチップ部分には、税や年金など
の個人情報は記載されません。

マイナンバーを利用するには、
顔写真付き身分証明書などでの
本人確認があるため、悪用は困難。

なりすましできません

プライバシー性の高い
個人情報は入っていません

電子証明書を使うため、
オンラインの利用には
マイナンバーは使いません

マイナンバーを見られても
悪用は困難

情報C

情報A

情報E

情報D

情報B

情報C

情報A

情報E

情報D

情報B

マイナンバー制度はあなたの情報を１か所に集めて
管理する仕組みではありません！

142 0 2 2  A p r i l  Vo l . 2 5 6 M I C

特集 2

「デジタル社会のパスポート」
 マイナンバーカード

「デジタル社会のパスポート」
 マイナンバーカード

で
す
。
そ
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

紐
付
い
た
情
報
を
様
々
な
機
関
で

「
分
散
管
理
」
し
て
い
る
た
め
、
個

人
情
報
が
芋
づ
る
式
に
漏
れ
る
と
い

う
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
な
く
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
24
時

間
３
６
５
日
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８
）
で

電
子
証
明
書
の
機
能
を
停
止
可
能
、

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
情
報
を
不
正
に
読
み

出
そ
う
と
す
る
と
I
C
チ
ッ
プ
が

壊
れ
る
、
と
い
っ
た
安
全
対
策
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
電
子
証
明
書
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
き
に
お
け
る
「
な
り
す
ま
し
」
や

「
改
ざ
ん
」を
防
止
し
、安
全
・
確
実

な
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
が
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ

ス
ポ
ー
ト
」
と
言
わ
れ
る
理
由
で
す
。

　

実
際
に
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の

利
用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政
手
続

き
の
ほ
か
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
や
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
民

間
手
続
き
に
お
け
る
本
人
確
認
に
、

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
カ
ー
ド
を
落
と
し
た
ら
、

様
々
な
個
人
情
報
が
悪
用
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ

ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

は
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
各

種
対
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
入
っ
て

い
る
個
人
情
報
は
、
券
面
に
記
載
さ

れ
た
情
報
の
み
で
あ
り
、
税
や
年
金
、

預
金
残
高
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

性
の
高
い
情
報
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
仮
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
知
ら

れ
て
も
、
そ
の
利
用
に
は
、
顔
写
真

付
き
本
人
確
認
書
類
等
に
よ
る
本
人

確
認
が
必
要
な
た
め
、
悪
用
は
困
難

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
対
面

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、
安
全
・
確

実
な
本
人
確
認
が
可
能
と
な
る
「
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で
す
。

政
府
全
体
で
、２
０
２
２
年
度
末
ま

で
に
、
ほ
ぼ
全
国
民
に
行
き
渡
る
こ

と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

２
０
２
２
年
３
月
１
日
現
在
で
、
約

５
３
７
６
万
枚
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
誌
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
改
め
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
意
義
、
そ
の
安
全
性
や
利
便
性
、

そ
し
て
、
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
一

部
開
始
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

第
２
弾
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
表
面
に

は
顔
写
真
や
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
性
別
等
が
、
裏
面
に
は
12
ケ
タ

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
対
面
で
の
本
人
確
認
や
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
確
認
書
類
と
し
て
利
用

が
可
能
で
す
。ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
は
、「
電
子
証
明
書
」
が

格
納
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
搭
載
さ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は

様
々
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

規
模
の
大
き
い
団
体
に
お
け
る

交
付
率
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で

き
ま
す
。
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特集「デジタル社会のパスポート」マイナンバーカード　

　

２
０
２
４
年
度
末
に
は
運
転
免
許

証
と
の
一
体
化
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
２
年
２
月
か
ら
、
電
子
証
明

書
を
活
用
す
る
こ
と
で
運
転
免
許
証

更
新
時
講
習
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
を

可
能
と
す
る
モ
デ
ル
事
業
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

各
市
区
町
村
に
お
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
機
会
の
拡

大
や
臨
時
交
付
窓
口
の
設
置
な
ど
、

カ
ー
ド
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
総
務
省
と

し
て
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
し
っ
か

り
と
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
誌
5
月
号
か
ら
、
市
区
町
村
の

取
組
事
例
等
を
ご
紹
介
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ
て
い
く

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ぜ
ひ
早
め

の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
（
※
３
）。

て
、
医
療
費
通
知
情
報
の
自
動
入
力

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
係
る
利
便

性
向
上
策
の
１
つ
に
、
給
付
金
等
の

受
取
の
た
め
の
預
貯
金
口
座
を
、
国

に
任
意
で
登
録
で
き
る
「
公
金
受
取

口
座
登
録
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
、
児
童
手
当

な
ど
各
種
給
付
金
等
や
緊
急
時
の
給

付
金
の
支
給
に
当
た
り
、
行
政
機

関
へ
の
口
座
情
報
関
連
書
類
の
提

出
が
不
要
に
な
り
、
申
請
者
の
書

類
準
備
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
２
年
春
頃
に
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
の
登
録
が
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
手
軽
に
申
請
が
で
き
ま
す
。

２
０
２
１
年
３
月
ま
で
に
、
一
部
の

方
を
除
く
カ
ー
ド
未
取
得
者
の
方
に
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

（
Ｊ

-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）か
ら
、二
次
元
コ
ー

ド
付
き
交
付
申
請
書
を
送
付
し
て
お

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
簡

単
に
申
請
が
で
き
ま
す
。
画
面
に

従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、
顔
写

真
を
添
付
し
て
送
信
す
れ
ば
申
請
は

完
了
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

シ
ー
ン
は
、
こ
れ
か
ら
も
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
10
月
か
ら
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の「
健
康
保
険
証
」

と
し
て
の
利
用
が
本
格
的
に
開
始
し

（
※
１
）、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
※
２
）

等
で
利
用
申
込
が
行
え
ま
す
。
利
用

申
込
を
す
る
と
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
の

電
子
証
明
書
を
活
用
し
て
、
健
康
保

険
証
と
し
て
の
利
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

従
来
の
健
康
保
険
証
に
は
な
い
仕

組
み
と
し
て
、
本
人
が
同
意
を
す
る

こ
と
で
、
診
察
時
に
薬
剤
情
報
や
特

定
健
診
情
報
、
入
院
時
な
ど
に
高
額

療
養
費
制
度
を
利
用
す
る
際
の
自
己

負
担
の
上
限
額
な
ど
を
医
療
機
関
が

参
照
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
病
院
に
か
か
る
場
合
で
も
、

過
去
の
薬
や
特
定
健
診
の
結
果
を
踏

ま
え
た
ス
ム
ー
ズ
な
診
察
、
治
療
が

可
能
と
な
り
ま
す
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
上
で
、
本
人
が
過
去
の
特
定
健

診
情
報
な
ど
を
随
時
閲
覧
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
２
０
２
１
年
分
の
確

定
申
告
か
ら
は
、
医
療
費
控
除
の
手

続
き
で
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ

※
１　

�

対
応
す
る
医
療
機
関
等
は

順
次
拡
大
中
で
す
。
厚
生

労
働
省
Ｈ
Ｐ
に
一
覧
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２　

�

子
育
て
や
介
護
を
は
じ
め
と
す
る
、
行
政
手

続
の
検
索
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
で
き
た
り
、
行
政
機
関
か
ら
の
お

知
ら
せ
を
受
け
取
れ
た
り
す
る
、
自
分
専
用

の
サ
イ
ト
で
す
。

※
３　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

マイナンバーカードでできること

顔写真付きの公的な
本人確認書類

無料で作ることができる

各種行政手続きの
オンライン申請 ※2

児童手当、保育、ひとり親支援
母子保健等の手続き/届出ができる

コンビニなどで
各種証明書を取得

住民票の写し、印鑑登録証明書
　各種税証明書、戸籍証明書など※ 1

キャッシュレス決済
サービスにおける本人確認
などの手続きで使える ※2

健康保険証利用のメリット
通院においても、その他の場面でも

マイナンバーカードの保険証利用で便利になります

受付

健康保険証と
してずっと
使える

マイナポータル
からe-Taxに
連携し、確定申告
が簡単に

特定健診や
薬の情報を
マイナポータルで
閲覧できる

顔認証で
自動化された受付

こんなところでも
簡単・便利に

支払い
窓口での限度額
以上の医療費の
一時払いが不要

正確なデータに
基づく診療・薬の処方
が受けられる

診療
薬剤処方

拡
大
す
る
利
活
用
シ
ー
ン

カ
ー
ド
申
請
は
カ
ン
タ
ン

※ 1 お住まいの市区町村によりサービスの内容が異なります。
※ 2  マイナンバーカード読み取りに対応しているスマートフォンまたは IC カードリーダーと

パソコンが必要です。

カードの取得は
お早めに！
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
か

ら
受
け
取
り
ま
で
は
概
ね
１
か
月
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
、
今
す
ぐ
に
申

請
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
６
月
の

合
計
１
５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

申
込
・
付
与
が
開
始
す
る
前
に
カ
ー

ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
※
２
０
２
２
年
９
月
の
カ
ー
ド
申

請
期
限
に
近
づ
く
と
交
付
ま
で
に
通

常
以
上
の
時
間
を
要
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
早
め
の
申
請
・
交
付
が

お
す
す
め
で
す
）。

　

こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
、
日
々
の

生
活
の
中
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
に
向
け
た
申
請
方
法
や
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
申
込
み
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
実
際
に
申
込
み

を
し
て
い
た
だ
く
際
の
画
面
と
と
も

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

し
ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
幅
広

い
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
購
入
な
ど
に

利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
施
策
を
通
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
拡

大
を
図
り
な
が
ら
、
消
費
を
喚
起
す

る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
や
公
金
受
取
口
座

の
登
録
も
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規

取
得
し
た
方
等
に
対
す
る
最
大

５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

は
、
2
0
2
2
年
１
月
１
日
か
ら

開
始
し
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
込
み
を
行
っ
た
う
え
で
２
万
円

の
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
お
買
い
物
を
行

え
ば
、
上
限
５
０
０
０
円
分
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
が
選
ん
だ
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
付
与
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
申
込
み
を
行
っ

た
方
に
対
す
る
７
５
０
０
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
付
与
お
よ
び
公
金
受
取
口

座
の
登
録
を
行
っ
た
方
に
対
す
る

７
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
は

2
0
2
2
年
６
月
頃
か
ら
開
始
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
利
用
拡
大
を
図
り
つ

つ
消
費
を
喚
起
す
る
施
策
と
し
て
、

２
０
２
０
年
７
月
か
ら
２
０
２
１
年

12
月
に
か
け
て
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

第
１
弾
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
取
得

し
た
方
等
に
対
し
て
最
大
５
０
０
０

円
分
の
ポ
イ
ン
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
申
込
み

を
行
っ
た
方
に
対
し
て
７
５
０
０
円

分
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
公
金
受
取
口

座
の
登
録
を
行
っ
た
方
に
対
し
て

７
５
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

マイナポイント第２弾における
マイナンバーカードの申請期限・ポイントの申込期限

・申込開始時期・・・2022 年 1 月 1 日から ・申込開始時期・・・2022 年 6 月頃開始

❶ マイナンバーカードを新規取得された方等
　 （マイナンバーカードをこれから取得される方も含みます。）
　　2021年12月末までにマイナポイント第1弾に申し込ん
　 だ方で、まだ20,000円のチャージやお買い物を行って
　 いない場合（上限5,000円分までポイント付与を受けてい
　 ない方）は、2022年1月1日以降も引き続き、上限（5,000
　 円分）までポイントの付与を受けることができます。　

❷ マイナンバーカードの健康保険証としての
　 利用申込みを行った方
　  （すでに利用申込みを行った方も含みます。）

❸ 公金受取口座の登録を行った方
　  （公金受取口座の登録自体の開始は 2022 年春頃を予　  
　    定しています）

・マイナンバーカードの申請期限・・・2022 年 9 月末まで

・ポイントの申込期限・・・2023 年 2 月末まで



※最新の情報は、マイナポイント事業のホームページをご確認ください。
　https://mynumbercard.point.soumu.go.jp/

特集「デジタル社会のパスポート」マイナンバーカード　
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栃木県
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足
利
市

市
民
と
と
も
に
地
域
活
性
化
と

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

栃
木
県

ち
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
が
織
物
で

す
。
奈
良
時
代
か
ら
産
地
と
し
て

知
ら
れ
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
足
利
銘
仙
が
全
国
的

な
人
気
と
な
り
、
こ
の
ブ
ー
ム
で
ま
ち
が

　本市は栃木県の南西部に位置し、北に
緑なす足尾山地の山並みがあり、東西に
は渡良瀬川が流れ、南には関東平野がひ
らけています。昨年度から「返礼品つき
のふるさと納税事業」「ネーミングライ
ツ・パートナー事業」の推進を行い、新
たな財源確保による市民サービスの向上
とともに、地域の活性化と持続可能なま
ちづくりを目指しています。
　市民が誇りを持って郷土を愛し、希望
に満ちた未来を描けるよう、常に挑戦し
続けるまちでありたいと考えています。

樹齢 160 年の大藤など四季
折々の花が楽しめるあしかが
フラワーパーク。冬季のイベ
ント「光の花の庭」は日本三
大イルミネーションに選定。

史跡足利学校の学校門。戦国
時代、学問によって戦乱を克
服しようと考えた人々が全国
から集まった。16 世紀中頃
の学生数は三千と記録され
る。後の全国の藩校、郷校の
範となった。

常
に
挑
戦
し
続
け
る

ま
ち
で
あ
り
た
い

足利市長
早川尚秀

藤

グ
ル
メ
も
イ
ベ
ン
ト
も
豊
富
な

学
び
と
織
物
の
ま
ち

足利市

Ashikaga
令和 3 年に市制 100 周年を迎えた足

利市。栃木県の南西部、東京から北へ

約 80km の位置にある。古くから織物

の産地として知られ、足利銘仙に代表さ

れる繊維製品の産地としても発展。

人口
面積
URL

14 万 2,302 人（令和 4 年 2 月1日現在）

177.8㎢

https://www.city.

ashikaga.tochigi.jp/

ま
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活
性
化
し
、
渡
良
瀬
川
に
橋
が
架
け
ら
れ
、

足
利
織
姫
神
社
が
立
派
に
な
り
、
足
利
駅

が
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

足
利
は
足
利
氏
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、

市
内
に
は
ゆ
ら
い
の
寺
社
が
点
在
し
ま
す
。

ま
た
日
本
の
学
校
の
原
点
と
さ
れ
る
史
跡

足
利
学
校
は
平
成
2
年
に
建
物
や
庭
園
が

復
原
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
観
光
資
源
は
豊
富
で
、
四
季

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
４
月
に

は
千
歳
袋
川
堤
の
桜
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
の
藤
棚
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
８
月
第
１

土
曜
日
の
足
利
花
火
大
会
で
は
３
万
発
の

花
火
が
渡
良
瀬
川
の
上
空
を
彩
り
、
秋
に

な
れ
ば
織
姫
公
園
の
も
み
じ
谷
が
鮮
や
か

に
染
ま
り
ま
す
。
２
月
３
日
の
節
分
鎧
年

越
の
鎧
武
者
行
列
は
歴
史
絵
巻
さ
な
が
ら
。

　

そ
ん
な
足
利
市
で
は
野
球
選
手
や
高
校

生
、
農
業
生
産
者
、
飲
食
店
経
営
者
な
ど

が
市
と
協
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通

し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

蒸したじゃがいもが入った
ソース味のポテト入り焼きそ
ば。足利では昔から親しまれ
ており、駄菓子屋やお好み焼
き屋、居酒屋などで食べられる。

ココ・ファーム・ワイナリー。
自家畑では除草剤や化学肥料
を使わない。併設のカフェで
は自家製ワインと地元の食材
を使った料理を楽しめる。

織姫神社。祭神は機
はた

織
おり

をつか
さどる天

あめのみほこのみこと

御鉾命と織女の天
八
あめのやちちひめのみこと

千々姫命。産業振興と縁
結びの神社として信仰されて
いる。

■足利銘仙は絹を素材とした先染めの平織物。
■鑁

ばん

阿
な

寺
じ

。足利義兼が建立した持仏堂に僧を招
いて開山した。足利氏の氏寺。本尊は大日如来。
本堂は国宝に指定されている。写真は太鼓橋と
楼門。■トラス橋のシルエットが美しい渡良瀬
橋。森高千里が作詞した「渡良瀬橋」に登場す
る。■伊万里焼、鍋島焼を展示する栗田美術館。
陶磁の美術館として世界最大級。■ソースかつ
丼や■足利シュウマイ、■そば、■芋ようかん
など食の名物も多く、「食道楽の足利」といわ
れるほど。

味実社

地
方
の
か
が
や
き
　
栃
木
県
足
利
市

1

4

57

68

23

1

2

3

4

5

6 7 8

学び舎のまち
足利に

来てみて！

公式キャラクター：
たかうじくん
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市
内
に
立
地
す
る
企
業
や
市
民
が

後
援
す
る
全
足
利
ク
ラ
ブ
は
全

日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
で
最
多

優
勝
11
回
を
数
え
る
強
豪
で
す
。

　

足
利
市
で
は
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
後
援

会
（
法
人
会
員
67
企
業
、
個
人
会
員

1
6
9
人
）
の
事
務
局
と
し
て
支
援

金
の
取
り
ま
と
め
や
各
企
業
と
の
連
絡

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
等
に
よ
る
遠
征
費
、

交
通
費
の
提
供
や
、
足
利
市
総
合
運
動

場
硬
式
野
球
場
を
で
き
る
限
り
優
先
的

高
校
生
た
ち
に
地
域
資
源
を
活
用

し
て
も
ら
い
、
地
域
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
市
制
１
０
０
周
年
に
合
わ

せ
て
令
和
３
年
６
月
に
結
成
さ
れ
た
の

が
「
あ
し
か
が
高
校
生
ク
ラ
ブ　

あ
し

も
り
隊
」
で
す
。
名
称
に
は
「
あ
し
か

が
を
も
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
を

込
め
ま
し
た
。
活
動
の
条
件
は
「
足
利

市
を
明
る
く
・
楽
し
く
さ
せ
る
こ
と
」

「
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
」「
市
が

困
っ
て
い
る
こ
と
を
解
決
す
る
こ
と
」

「
市
制
１
０
０
周
年
を
祝
う
こ
と
」
と

い
う
要
素
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

現
在
、
足
利
工
業
高
校
８
名
、
足
利
清

風
高
校
６
名
、
計
14
名
の
生
徒
が
所
属

し
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
や
、
市
内
の
飲
食
店
と
の
コ
ラ

ボ
商
品
の
販
売
な
ど
の
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
元
気
い
っ
ぱ
い
の

高
校
生
た
ち
の
活
動
を
地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
市
内
企
業
な
ど
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

に
貸
し
出
す
な
ど
、
全
足
利
ク
ラ
ブ
へ

多
面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

熱
い
期
待
に
応
え
て
全
足
利
ク
ラ
ブ

は
昨
年
、
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権

で
優
勝
し
、
社
会
人
野
球
の
最
高
峰
の

舞
台
で
あ
る
日
本
選
手
権
大
会
へ
の
初

出
場
も
果
た
し
、「
元
気
な
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
足
利
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

全
足
利
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
の
取
組
は

昨
年
、「
地
域
の
元
気　

総
務
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
「
地
域
の
元
気 

総
務
大
臣
賞
」
を
受
賞

市
内
の
社
会
人
野
球
ク
ラ
ブ

全
足
利
ク
ラ
ブ

令
和
３
年
６
月
に
結
成

あ
し
か
が

高
校
生
ク
ラ
ブ

あ
し
も
り
隊

シーズンオフには中学生や高校
生などを対象とする野球教室を
開催する。

全足利クラブの部長を務める吉田愼次
さんは足利織物会館勤務。

日持ちのいい大玉トマトを栽培 天敵農法で安心安全ないちご作り

トマト農家の堀越義雄さんは、足利ブランドでの
市との協力や、新規就農者への空きハウスの情報
提供などに取り組んでいる。

「とちおとめ」や「とち
あいか」を栽培する嶋田
雅幸さんは益虫を用いる
天敵農法で農薬の使用を
抑えている。新規就農者
の研修にも積極的。

果
肉
は

や
わ
ら
か
く

果
汁
た
っ
ぷ
り

足
利
の

ト
マ
ト
を
食
べ
て

健
康
に
な
っ
て お

い
し
い
を

届
け
る
！
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民
間
事
業
者
な
ど
に
一
定
期
間
、

公
共
施
設
な
ど
の
愛
称
を
命
名

す
る
権
利
を
譲
渡
し
、
そ
の
対
価
を
得

る
の
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
事
業
で

す
。

　

足
利
市
は
今
年
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
公
募
を
行
い
ま
し

た
。
対
象
施
設
は
広
告
効
果
が
見
込
ま

れ
る
文
化
施
設
や
公
園
な
ど
11
か
所

で
、
今
年
１
月
21
日
に
募
集
を
開
始

し
、
２
月
28
日
に
受
付
を
締
め
切
り
ま

し
た
。
３
月
中
旬
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を
決
定
し
、
４
月
１

日
か
ら
愛
称
使
用
を
開
始
し
ま
す
。
契

約
期
間
は
５
年
間
で
す
。

　

命
名
権
を
得
た
企
業
は
、
自
社
名
な

ど
を
付
け
る
こ
と
に
よ
る
広
告
効
果
だ

け
で
な
く
、
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
や

社
会
的
責
任
の
取
組
を
通
じ
た
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
望
め
ま
す
。

　

足
利
市
と
し
て
は
新
た
な
財
源
を
得

る
こ
と
で
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
に

か
か
る
費
用
を
よ
り
安
定
的
に
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
施
設
の
活
用
の
促

進
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
の
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

地
方
の
か
が
や
き
　
栃
木
県
足
利
市

公
共
施
設
等
の
活
用
を
促
進

足
利
市
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業

市民の健康を考える
「スマートミール」認証店

住民の塩分摂取量が多く、
高血圧や脳血管疾患が健康
課題となっている足利市
は「高血圧ゼロのまちづく
り」の一環として、健康づ
くりに役立つ食事であるス
マートミール※の認証をサ
ポートしています。市内に
3 店の認証店があります。

い
い
お
店

見
つ
け
た
！

主な対象施設

市民プラザ

五
よ べ

十部運動公園

東幸楽荘（老人福祉センター）

硬式野球場

昨年 10 月、市役所で記者会見を行い、活動のシンボ
ルとなるロゴ「あしもりマーク」や活動計画を発表した。

足利駅構内の装飾を企画。駅長や駅員もミーティング
に参加し、連携して進めた。連絡通路は足利工業が担当。

足利市の生活路線バス「あしバスアッシー」のラッピ
ングデザインを手がけた。モチーフは名産の足利銘仙。

外
食
部
門
の
「
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
カ
フ
ェ
　
つ
ち
の

か
」
は
足
利
マ
ー
ル
牛
な

ど
地
元
の
食
材
を
使
用
。

中
食
部
門
の
「
ぴ
ん
き
ち

弁
当
」
の
弁
当
。
不
足
し

が
ち
な
た
ん
ぱ
く
質
や
野

菜
を
し
っ
か
り
と
れ
る
。

野菜をたっぷり
味 わ え る ヘ ル
シーメニュー。
外食部門の「菜

な

七
な

彩
いろ

」の代表の
小 泉 直 巳 さ ん

（右）と平島か
おるさん（左）。

健康的な
メニューを
続けたいです

※スマートミール：塩分を抑制し、栄養バランスがとれた健康的な食事。日本栄養改善学会等から成る「健康的な食事・食環境」コンソーシアムが認証。
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電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
59
年
法
律
第

86
号
）
で
は
、
固
定
電
話
、
公
衆
電
話
お

よ
び
緊
急
通
報
を
、
国
民
生
活
に
不
可
欠

で
あ
り
日
本
全
国
で
提
供
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、

不
採
算
地
域
を
含
む
全
国
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
サ
ー
ビ
ス
基
金
を
設
け
、
地
域
間
格

差
を
解
消
す
べ
く
各
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て

補
填
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
公
衆

電
話
は
、
社
会
生
活
上
の
安
全
と
屋
外
で

の
最
低
限
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
総
務
省
が
定
め
る
基
準
に
の
っ
と

り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
全
国
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
、
携

帯
電
話
が
普
及
し
、
公
衆
電
話
の
利
用
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
際
に
避
難
所
等
で
使
用
さ
れ
る
公
衆
電

話
（
一
般
の
固
定
電
話
と
同
じ
電
話
機
を

使
用
し
ま
す
。）
も
あ
り
ま
す
。
避
難
所

等
で
す
ぐ
に
電
話
が
使
え
る
よ
う
に
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
、
市
町
村
等
か

ら
要
請
を
受
け
て
あ
ら
か
じ
め
電
話
回
線

を
引
い
て
お
く
も
の
で
、
災
害
時
用
公
衆

電
話
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
電
話
は
、
災
害
時
に
工
事
な
ど
の

特
別
な
作
業
を
必
要
と
せ
ず
に
、
避
難
所

等
に
避
難
し
て
い
る
方
々
や
近
隣
住
民
の

方
が
無
料
で
す
ぐ
に
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

近
年
、
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
に

伴
い
、
災
害
時
用
公
衆
電
話
の
必
要
性
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
全

国
に
お
い
て
地
域
間
格
差
の
な
い
設
置
が

進
む
よ
う
、
制
度
改
正
を
行
い
、
災
害
時

用
公
衆
電
話
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ

て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
基
金
の
交

付
の
仕
組
み
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

電
話
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
と
は

公
衆
電
話
は
屋
外
で
の
最
低
限
の

通
信
手
段

災
害
時
に
活
用
さ
れ
る

災
害
時
用
公
衆
電
話

こ
れ
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

災害時用公衆電話 

公
衆
電
話
の
設
置
基
準
が
変
わ
り
ま
す

常
設
の
公
衆
電
話
を
削
減
し
災
害
時
用
公
衆
電
話
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
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電
話
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
基
金
は
、

電
話
番
号
ご
と
に
毎
月
２
円（
令
和
４
年
）

の
負
担
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
新
た
に
災
害
時
用
公
衆
電
話
へ
の
補

填
を
行
う
こ
と
で
負
担
が
増
加
す
る
こ
と

を
避
け
る
べ
く
、
利
用
が
減
少
し
て
い
る

公
衆
電
話
の
配
置
の
効
率
化
も
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
が
定
め
る
設
置
基
準
を
変
更
し

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
設
置
を

求
め
る
公
衆
電
話
の
台
数
を
緩
和
す
る
こ

と
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
よ
り
状
況
は
異

な
る
も
の
の
、
台
数
が
お
お
む
ね
三
分
の

一
に
な
る
見
込
み
で
す
が
、
利
用
者
の
利

便
性
低
下
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
目
に
付

き
や
す
い
場
所
へ
の
設
置
も
義
務
付
け
て

い
ま
す
。

　

常
設
の
公
衆
電
話
に
つ
い
て
は
効
率
化

を
図
る
た
め
に
、
今
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・

西
日
本
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
配
慮
し

た
上
で
、
順
次
、
削
減
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
引
き
続
き
、
災
害
へ
の

備
え
や
、
電
話
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
全
体
の
安
定
的
提
供
の
維
持
に
向
け
た

取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

公
衆
電
話
の
配
置
効
率
化

公
衆
電
話
の
安
定
的
提
供
の
た
め
に

年々減少している公衆電話からの通信

将来におけるユニバーサルサービス基金の交付金イメージ

問い合わせ
先

総務省 HP　ユニバーサルサービス
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/universalservice/
index.html

公衆電話のパンフレット
https://www.soumu.go.jp/main_content/000162017.pdf

基礎的電気通信役務支援機関（一般社団法人電気通信事業者協会）
https://www.tca.or.jp/universalservice/

公衆電話 

出典：電気通信事業報告規則に基づく報告
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